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研究成果の概要（和文）： 
本研究の目的は、ネオリベラリズムと呼ばれる経済・社会体制の台頭が多民族・多文化化す
る先進諸国に与える影響を考察することにあった。そのために、1970年代から多文化主義を国
家理念として掲げつつ、1980年代以降ネオリベラル改革が急速に進行した国家であるオースト
ラリアの事例研究を行った。その結果、ネオリベラリズムが多文化主義の言説・政策に与えた
影響を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this research project was to examine the impacts of neoliberalism on 
multicultural societies, and I carried out a case study on Australia. Australia has 
operated multiculturalism as public policies since the 1970s, but at the same time it 
launched rapid neoliberal reformation in the 1980s. My research analyzed the details 
of influences of the reformation on multiculturalism as public policies in Australia.  
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１．研究開始当初の背景 
 オーストラリアの多くの研究者が、ネオリ
ベラリズム（新自由主義）のオーストラリア
社会への影響について論じてきた。Gøsta 
Esping-Andersen の国際比較分析によれば、

1980 年代以降のオーストラリアは、規制緩
和・市場主導路線の経済社会改革を優先する
「新自由主義ルート」型国家のひとつであっ
た。その結果、Philip Mendesが指摘するよ
うに、オーストラリアでは社会保障・福祉政
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策予算の抑制やサービス利用者の選別化・厳
格化が進んだ。またMichael Puseyは、連邦
政府のエリート官僚たちのあいだに自由市
場重視、小さな政府への志向、個人主義とい
った思考様式が、社会民主主義・福祉国家重
視の考え方に変わって広まっていったこと
を明らかにした。Puseyは別の著作で、ネオ
リベラリズムの台頭が社会的格差の拡大な
どをもたらし、オーストラリア社会全般に大
きな影響を及ぼしていると指摘している。 

Ghassan Hageや関根政美は、ネオリベラ
リズムの台頭がオーストラリアの多文化主
義を変質させたと主張する。すなわち、下層
労働者階級移民の権利を福祉国家政策によ
って保障しようとした福祉多文化主義が、グ
ローバル資本に付随して移動するミドルク
ラス移民を経済的国益の観点から積極的に
受け入れようとするネオリベラル多文化主
義に凌駕されつつあるというのである。その
結果、下層移民は社会保障・福祉の対象では
なくなり、社会的に排除されていくことにな
る。Hage や関根の主張は、オーストラリア
のみならず現代世界における多文化主義理
念・政策のあり方を考察する上で極めて示唆
に富むものである。ただし、彼らの議論は問
題提起の域にとどまっており、その実証的な
検討は今日の多文化主義研究における重要
な課題であるといえよう。 
応募者はネオリベラリズムが多文化主義
に与える影響について、主にオーストラリア
を事例として研究を進めてきた。2005年 12
月に刊行された単著では、オーストラリアの
公定多文化主義イデオロギーが福祉多文化
主義からネオリベラル多文化主義へと変質
していくプロセスを、言説分析に依拠して明
らかにした。またイデオロギー・言説レベル
の分析と並行して、オーストラリア各地のア
ジア系移民コミュニティを対象とした聞き
取り調査・参与観察を実施してきた。その結
果、多文化主義のネオリベラル化の実態を言
説面だけではなく実証的にも明らかにする
ことが、オーストラリアの多文化主義政策や
移民コミュニティのあり方の変容を理解す
る上で極めて重要であるという示唆を得た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ネオリベラリズムと呼ば
れる経済・社会体制の台頭が多民族・多文化
化する先進諸国に与える影響を考察するこ
とにあった。そのために、1970 年代から多
文化主義を国家理念として掲げつつ、1980
年代以降ネオリベラル改革が急速に進行し
た国家であるオーストラリアの事例研究を
行った。現地調査を実施しつつ、社会保障・
福祉政策の分析やエスニック・コミュニティ
を対象とした質的・量的調査といった多様な
手法による社会学的な分析を行うことで、ネ

オリベラリズムの台頭とともに「ネオリベラ
ル多文化主義」と呼びうる理念・政策が出現
し、それがオーストラリアにおける移民をめ
ぐる社会状況に大きな変化をもたらしてい
ることを実証的に明らかにすることを試み
た。具体的な研究課題は以下の３点であった。 

 
(1) 多文化主義的社会保障・社会福祉政策の
変容 
オーストラリアにおけるネオリベラル多

文化主義の台頭が、移民に関する社会保障・
福祉政策にどのような影響をもたらしてい
るのかを明らかにする。具体的には、オース
トラリアの移民定住支援における重要な柱
であった Migrant Resource Centre や
Community Settlement Service Schemeと
いった制度が 2005 年に抜本的に変更された
ことに注目し、この政策的変化が移民向け公
共サービスの現場に実際にどのような影響
を及ぼしているのかを明らかにする。 

 
(2)移民内部の社会的格差の拡大 
ネオリベラル多文化主義の台頭に伴って

発生する、ミドルクラス移民と下層・労働者
階級移民間の社会的格差の拡大の実態を把
握すべく社会学的調査を行う。具体的には、
オーストラリアにおけるアジア系移民人口
の集中するシドニーにおける労働者・下層階
級移民集住地区において、エスニック組織の
指導者や地域の多文化 NGOなどへの聞き取
り調査を行う。 

 
(3)出入国管理政策の選別化 
ネオリベラル多文化主義の台頭がオース

トラリアの出入国管理政策に及ぼしている
影響を明らかにする。具体的には、2000 年
代になってから厳格化し、社会問題となって
いる連邦政府による難民申請者政策を事例
として取り上げ、その政策決定・遂行課程と
社会的帰結を分析する。 
 
３．研究の方法 
 これらの研究課題にたいして、以下のよう
な方法によって調査・分析を行った。 
 
(1) 多文化主義的社会保障・社会福祉政策の
変容 

①文献資料の収集・分析：オーストラリアの
移民定住支援政策といった多文化主義に
関連する分野におけるネオリベラリズム
の影響について、関連する公文書の収集・
分析を行った。 

②現地調査：2007年8月にオーストラリアで
の現地調査を実施し、シドニー、キャンベ
ラ、メルボルンなどを訪問して現地の移民
定住支援施策のワーカー、市民活動家、お
よび行政関係者などへの聞き取りを行っ



た。 
 
(2)移民内部の社会的格差の拡大 
 ①文献資料（統計データ）の収集・分析：
オーストラリアにおける移民の多様
化・階層分化の問題についての先行研究
を収集・分析した。 

 ②現地調査：2008年2月にオーストラリア
での現地調査を実施し、シドニー、キャ
ンベラ、メルボルンなどを訪問して現地
の移民定住支援施策のワーカー、市民活
動家、および行政関係者などへの聞き取
りを行った。 

 
(3)出入国管理政策の選別化 
 ①文献資料の収集・分析：オーストラリア
の難民申請者政策についての文献資料
を収集・分析した。 

 ②現地調査：08年7-8月および8-9月、そ
して09年3月の計3回にわたりオース
トラリアで現地調査を実施した。現地で
は移民定住支援組織、エスニック組織、
行政などの関係者への聞き取りを行っ
たほか、一般のアジア系住民家庭に伺い
話を聞くなどの貴重な経験を得た。 

 
(4)補足調査 
平成19・20年度の調査で生じた新たな課
題を調査するため、オーストラリアでの補足
調査を平成21年8月と22年3月の2回に分
けて実施した。 
 
４．研究成果 
(1)平成19年度においては1冊の編著をはじ
めとしていくつかの成果物を刊行すること
ができた。こうした成果物は現地における調
査・資料収集を基盤としつつ、社会保障政策
の分析やエスニック・コミュニティを対象と
した質的・量的調査といった多様な手法によ
る分析を行うことで、ネオリベラリズムの台
頭とともに「ネオリベラル多文化主義」と呼
びうる理念・政策が出現し、それがオースト
ラリアにおける移民をめぐる社会状況に大
きな変化をもたらしているプロセスを明ら
かにするという研究の重要な端緒をなすも
のであった。 
 
(2) 平成 20 年度には、前年度実施した調査
から得られたデータを検討し、そこから移民
定住支援サービスに関する興味深い変化の
存在を予測し、それを現地調査で検証するこ
とができた。こうした成果をもとに、学会・
シンポジウムでの発表および雑誌や図書の
刊行を行った。とりわけ、1 冊の共著を刊行
できたことは大きな成果であった。これらの
研究成果では、移民支援サービスの現場で起
こっていた新自由主義的な「改革」のあり方

や、それがもたらした影響を詳細に分析した
が、新自由主義的「改革」よって露呈された
オーストラリア多文化主義の限界を乗り越
える、オルタナティブの模索に関する構想も、
こうした研究から得ることになった。 
 
(3) 平成 21 年度は研究成果を多くの機会で
発表し、そこでの意見交流を研究の内容に反
映させる機会をもつことができた。とりわけ
国外の学会で研究成果を報告し、各国からの
討論参加者と有益な意見交換を行うことが
できた。またフリンダース大学のアンソニ
ー・エリオット教授、チャールズ･スタート
大学のジェーン・ミルズ教授など、新たなに
交流が生じた現地研究者と有益な意見交換
をすることができた。そして、３年間の研究
の成果を単著としてまとめる作業に本格的
に取り掛かった。出版社は法政大学出版局に
決まり、21年度後半には原稿を順調に執筆し、
22年半ばには公刊予定である。 
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